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Chapter1 エグゼクティブサマリー（要約）

産業廃棄物処理・リサイクル業界は、経済活動がある限りなくならない廃棄物の処理という、社会の
静脈を担う極めて重要なエッセンシャル産業です。その市場規模は約 6兆円と巨大で安定しており、
景気変動の影響を受けにくい強固な事業基盤を持っています。これは、持続的な経営を志向する中小
企業にとって、大きな事業機会を意味します。

しかし、その社会インフラとしての重要性の裏側で、業界は今、「極度の人手不足と後継者難」「排出
事業者からの熾烈なコストダウン圧力」「最終処分場の逼迫と環境規制の強化」という、事業の根幹
を揺る ga す構造的課題のトリプルパンチに見舞われています。これは、従来の「廃棄物を安全に運び、
処理する」というオペレーター型のビジネスモデルが限界に達しつつあることを示しており、特に資
本力や交渉力で劣る中小企業にとっては、存亡の危機に直結します。

この大きな転換点を乗り越え、次世代の社会インフラの担い手として選ばれ続けるためには、単なる
「廃棄物処理業者」から脱却し、クライアントの環境経営を支援し、資源を未来に繋ぐ **「サーキュラー
エコノミー（循環経済）パートナー」** へと進化することが絶対条件です。本資料では、その進化を
遂げるための羅針盤として、以下の 3つの戦略的視点を深く掘り下げていきます。

【脱・価格競争戦略】
専門的なコンサルティング力と再資源化技術を武器に、「処理コスト」ではなく「環境価値創出」で
選ばれるための具体的な手法を提示します。

【デジタル・トランスフォーメーションの実践】
AI や IoT を駆使し、非効率な配車・管理業務を革新すると同時に、データの可視化によってクライア
ントへの付加価値提案を実現する方法を解説します。

【新時代の組織戦略】
 3K（きつい、汚い、危険）のイメージを払拭し、優秀な人材が「地球の未来を創る」という誇りを持っ
て定着・成長できる魅力的な組織を作り上げるための具体的な施策を提案します。

本資料は、最新の市場データと業界のリアルな課題に基づき、中小産廃処理会社の経営者様が、自社
の社会的価値を再認識し、持続可能な未来を切り拓くための実践的なアクションプランを提示するこ
とをお約束します。



2-1 市場規模と推移
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Chapter2 業界の市場概況（PEST 分析）

環境省の調査によると、産業廃棄物処理・リサイクル市場全体の規模は約 6兆円と推定され
ており、安定した巨大市場を形成しています。産業廃棄物の総排出量は微減傾向にあるものの、
建設投資の底堅さや、多品目・少量化する廃棄物の高度な処理ニーズの増加により、市場は
底堅く推移しています。

今後の市場は、単に廃棄物を「処理」する量だけでなく、どれだけ「資源として循環」させ
られるか、その質が問われる時代に突入します。これは、先進的なリサイクル技術やノウハ
ウを持つ中小企業にとって、大きな成長機会が眠っていることを示唆しています。

【警備業 売上高の推移と近年の動向】

年度 主な市場背景市場の状況・動向

2020-2021 年

2022 年

2023 年

2024 年 - 予測

排出量の減少と
医療系廃棄物の増加

建設系廃棄物の回復と
資源価格の高騰

プラスチック資源循環法
施行の影響本格化

カーボンニュートラル
への貢献と「静脈産業」
の価値向上

新型コロナの影響で経済活動が一部停滞し、事業系廃棄
物が減少。一方で、ワクチン接種などで医療系廃棄物が
特需的に増加。

経済活動の再開により、建設投資が回復し、がれき類や汚
泥などの排出量が回復。資源価格の高騰により、有価物と
してのリサイクルの価値が再認識される。

2022 年 4月に施行された「プラスチック資源循環促進法」
を受け、排出事業者側のリサイクル意識が向上。高度な
選別・再資源化技術を持つ処理業者へのニーズが高まる。

脱炭素社会の実現に向け、廃棄物発電（サーマルリサイク
ル）や、リサイクルによるバージン資源使用量の削減など、
「静脈産業」が果たす役割への期待が飛躍的に高まる。

※環境省「産業廃棄物排出・処理状況調査」等に基づき作成
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2-2 市場の動向（PEST 分析）

Chapter2 業界の市場概況（PEST 分析）

産廃処理業界の事業環境を根底から変える、外部環境の変化を分析します。

【PEST 分析】　P：政治的要因　E：経済的要因

中小企業が取るべき戦略的対応詳細な影響分析

P 政治
(Political)

E 経済
(Economic)

■廃棄物処理法の改正と罰則強化
不法投棄や不適正処理に対する罰則は年々強化さ
れています。電子マニフェストの利用義務化の範
囲も拡大しており、アナログな管理体制のままで
は法令違反のリスクが高まります。

■カーボンニュートラル政策の推進
政府の 2050 年カーボンニュートラル宣言を受け、
あらゆる産業でGHG（温室効果ガス）排出削減が
求められています。廃棄物の焼却方法やリサイク
ルプロセスも、この流れと無縁ではありません。

■コンプライアンス体制の徹底強化
 最新の法改正に関する社内研修を徹底し、電子マ
ニフェストへの完全移行を急ぐ。クリーンで透明
性の高い処理体制を構築し、それを「信頼性」と
して顧客にアピールする。

 ■自社の GHG排出量の算定と削減努力
収集運搬車両の EV化検討や、処理施設での省エネ
活動など、自社の脱炭素への取り組みを開始する。
これを顧客への「環境提案」の切り口とする。

■燃料費・資材費の歴史的な高騰
軽油価格の高騰は、収集運搬コストを直接的に圧
迫します。処理施設の維持管理に必要な資材や、
人件費も上昇し続けており、従来の価格設定では
利益確保が極めて困難です。

■最終処分場の残余年数の減少
新規の最終処分場建設は、住民の反対などもあり
極めて困難です。既存の処分場の残余年数は全国
平均で約 20年とされ、逼迫度は年々増しています。
これにより、最終処分コストは構造的に上昇し続
けます。

■コスト構造の可視化と価格交渉力の強化
燃料サーチャージの導入や、コスト上昇の根拠を
データで明確に提示し、顧客に対して毅然とした
態度で価格改定交渉に臨む。安易な安売りは自社
の首を絞めるだけでなく、業界全体の疲弊を招く。

■「脱・埋立」提案力の強化
顧客に対し、単純な埋立処分ではなく、分別を徹
底することによるリサイクル率向上や、固形燃料
化（RPF）など、最終処分量を減らすための具体的
なコンサルティングを提案し、新たな収益源とす
る。
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2-2 市場の動向（PEST 分析）

Chapter2 業界の市場概況（PEST 分析）

【PEST 分析】　S：社会的要因　T：技術的要因

中小企業が取るべき戦略的対応詳細な影響分析

S 社会
(Social)

T 技術
(Technological)

■ESG 投資の拡大とサプライチェーンへの要求
投資家や金融機関は、企業の環境（E）・社会（S）・
ガバナンス（G）への取り組みを厳しく評価します。
大手企業は、自社だけでなく、取引先である廃棄
物処理業者に対しても、高いレベルの環境・人権
配慮を求めるようになっています。

■労働力人口の減少と「3K」イメージ
業界は、依然として「きつい、汚い、危険」とい
う 3Kのイメージが根強く、若年層の確保が極めて
困難です。ドライバーや現場作業員の高齢化は深
刻で、事業の継続すら危ぶまれています。

■環境・CSR レポートの作成・公開
自社のリサイクル率や環境保全活動、従業員の労
働安全衛生活動などをまとめたレポートを作成し、
Webサイトで公開する。これは、ESGを重視する
優良な大手企業から選ばれるための「パスポート」
となる。

■企業イメージの刷新と働きがい改革
 「社会のインフラを支えるエッセンシャルワー
カー」「地球環境を守る専門家」といった、仕事の
社会的意義を積極的に発信する。制服の一新、ICT
ツール導入による働きやすさ向上など、新3K（給与・
休日・希望）を実現する努力が不可欠。

■AI による自動選別技術の進化
これまで人手に頼っていた廃棄物の選別工程に、
AI を搭載した光学選別機や選別ロボットが導入さ
れ始めています。これにより、リサイクル率と処
理効率の飛躍的な向上が期待されます。

■DXによる業務効率化
GPS による配車管理システム、IoT センサーによる
廃棄物容器の残量監視、電子契約システムなど、
業界の非効率な業務をデジタルで変革するツール
が普及し始めています。

■先進技術への情報感度の向上
すぐに導入できなくとも、業界の展示会やセミナー
に積極的に参加し、どのような技術が開発されて
いるかを常に把握しておく。将来の設備投資計画
に活かす。

■スモールDXからの着手
まずは、電子マニフェストの導入や、ビジネス
チャットによる社内連絡の効率化など、低コスト
で始められるDXから着手し、ペーパーレス化と情
報共有の迅速化を実現する。
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2-3 地域別の動向や格差

Chapter2 業界の市場概況（PEST 分析）

産業廃棄物は「排出された地域内での処理」が原則であり、極めて地域性の高いビジネスです。

■首都圏・大都市圏

【機会】
あらゆる産業が集積し、排出される廃棄物の種類・量ともに膨大。特に、大規模な再開発に
伴う建設系廃棄物の需要は旺盛です。

【脅威】
最終処分場が域内にほとんど存在せず、処理コストが他地域に比べて高騰しやすい。大手ゼ
ネコンやハウスメーカー系の処理業者が市場を寡占しており、中小企業は厳しい価格競争と
下請け構造に置かれています。

■工業地帯（京浜、中京、阪神など）

【機会】 
特定の製造業から排出される、汚泥、廃油、廃酸・廃アルカリといった特殊な廃棄物の処理ニー
ズが安定的に存在します。特定の品目に特化し、高度な処理技術を持つことで、独自の地位
を築きやすい市場です。

【脅威】
顧客である工場の生産動向に、業績が直接的に左右されます。また、有害物質の処理には高
度な技術と厳格な管理体制が求められ、事故のリスクも伴います。

■地方・農村部

【機会】 
競合が少なく、地域のインフラとして行政や地元企業から頼られる存在になりやすい。農業
系廃棄物や、災害廃棄物の処理など、地域ならではのニーズに応えることで、強固な事業基
盤を築けます。

【脅威】
市場規模が小さく、大きな成長は見込みにくい。後継者不足が都市部以上に深刻で、地域の
処理インフラが失われる「空白地帯」が生まれる懸念もあります。

自社の処理施設や許認可の種類を基に、どの地域の、どの業界の、どの廃棄物をターゲット
にするのか。自社の強みを最大限に活かすための、明確なエリア・ドメイン戦略が不可欠です。
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当業界は、大手ゼネコンやメーカーを親会社に持つ系列系企業と、独立系の専業企業、そして圧倒的多数を
占める中小零細の収集運搬業者によって構成されています。

■トッププレイヤー（スーパーゼネコン系列・素材メーカー系列・専業大手）

【ビジネスモデル】
収集運搬から中間処理、最終処分までを一気通貫で手掛ける垂直統合モデルを構築。大規模なリサイクルプ
ラントや最終処分場を自社で保有し、スケールメリットを追求します。

【強み】
圧倒的な資本力と技術開発力、安定した排出元（親会社）の確保、広域的な処理ネットワーク。

■ミドルプレイヤー（地域の中核的処理業者）：

【ビジネスモデル】
特定の地域で、複数の中間処理施設やリサイクル施設を運営。地域の建設会社や工場などと緊密な関係を築
き、安定した事業基盤を持っています。収集運搬業者からの廃棄物の受け入れも行います。

【強み】
地域での長年の実績と信頼。特定の廃棄物処理に関する高い専門性。

■スモールプレイヤー（大多数を占める収集運搬許可業者）

【ビジネスモデル】
車両（パッカー車、アームロール車など）を武器に、排出事業者と処理施設の間をつなぐ「運送」を主たる
業務とします。自社で処理施設を持たない企業がほとんどです。

【強み】
小回りの利く迅速な対応力。特定の顧客との人間関係に基づいた安定受注。

【課題】
事業の根幹を処理施設（受け入れ先）に依存しており、処分費の値上げや受け入れ停止のリスクに常に晒さ
れている。燃料費高騰の影響を最も受けやすく、価格交渉力も弱い。

■業界の動向
人手不足や後継者難を背景に、地域の中核的企業が周辺の小規模な収集運搬業者をM&Aする動きが活発化
しています。また、異業種（商社など）が、サーキュラーエコノミー市場への参入を目的として、先進的な
リサイクル技術を持つ企業を買収するケースも増えています。

Chapter3 主要プレイヤーと業界構造
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中小産廃処理会社の経営者様が抱える課題は、社会からの厳しい目と、事業運営の過酷な現
実との間で、板挟みになっている点にその本質があります。

【課題の本質 1】人手不足は「社会的評価」と「労働環境」の未整備

■根強いネガティブイメージ
「ゴミ屋さん」という社会的な偏見や、3Kのイメージが、新規採用、特に若年層の獲得を阻
む最大の壁となっています。仕事の社会的意義や専門性が、世の中に全く伝わっていません。

■時代遅れの労働環境
長時間労働、少ない休日、アナログな事務作業、明確なキャリアパスの欠如など、他産業に
比べて労働環境の近代化が遅れています。これでは、せっかく入社しても人材が定着するは
ずがありません。

【課題の本質 2】低収益性は「コストセンター」からの脱却失敗

■排出事業者のコスト意識
多くの企業にとって、廃棄物処理は利益を生まない「コスト」でしかありません。そのため、
複数社から見積もりを取り、1円でも安い業者に依頼するという行動が常態化しています。

■価値提案の不在
安さだけを求める顧客に対し、「適正処理にはこれだけのコストがかかる」「こうすればリサ
イクル率が上がり、御社の環境評価も高まる」といった、価格以外の価値を提案し、交渉す
るだけのロジックと気概を持てていないのが実情です。

Chapter4 経営環境と課題
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【課題の本質 3】事業拡大の障壁は「近隣住民の理解」と「行政の許認可」

■NIMBY（Not In My Back Yard）問題
処理施設は社会に不可欠であるにも関わらず、自社の近くに建設されることには誰もが反対し
ます。施設の増設や新規建設には、近隣住民への丁寧な説明と合意形成が不可欠であり、事業
計画の最大の不確実性要因です。

■複雑で高いハードル
産業廃棄物処理業の許可は、品目ごと、自治体ごとに取得する必要があり、極めて複雑です。
施設の設置許可に至っては、さらに厳しい基準と長い審査期間が求められ、新規参入や事業拡
大の大きな障壁となっています。

【課題の本質 4】後継者問題は「事業リスク」の大きさ

■無限責任のリスク
不法投棄など、万が一不適正処理を起こしてしまった場合、排出事業者責任と合わせて、処理
業者には原状回復などの重い責任が課せられます。このたった一度の失敗で会社が倒産しかね
ないリスクの大きさが、事業承継を躊躇させる大きな要因です。

■個人資産への依存
中小企業の多くは、施設の土地などを社長個人の資産で担保しているケースが多く、事業と個
人の資産が一体化しています。これも、親族や従業員への承継を困難にしています。

Chapter4 経営環境と課題
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これらの極めて重い課題を乗り越え、社会から尊敬され、持続的に成長するための新たな事業
モデルが台頭しています。

■静脈産業から「創資源」産業への転換

【具体例】
 廃プラスチックを高度に選別・洗浄し、新たな製品の原料として販売する「マテリアルリサ
イクル」。廃木材や食品残渣からバイオマス燃料や肥料を製造する。

【ポイント】
廃棄物を「処理」してコストを貰うのではなく、廃棄物を「原料」として新たな「製品」を生
み出し、販売する。これにより、処理費と売却益の二つの収益源を確保するビジネスモデルです。

■環境コンサルティングサービスの展開

【具体例】
顧客の工場を訪問し、廃棄物の排出状況を分析。分別の徹底指導や、歩留まり改善による廃棄
物発生量の抑制（リデュース）、リサイクル率向上のための具体的な計画を策定し、月額のコ
ンサルティング料を得る。

【ポイント】
収集運搬・処理という「下流」だけでなく、廃棄物が発生する「上流」の課題解決にまで踏み
込むことで、顧客にとってなくてはならない戦略的パートナーへとポジションを変えることが
できます。

Chapter5 新たな潮流
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■DXによる「配車・管理」の最適化

【具体例】
GPS 搭載の収集運搬車両の運行状況をリアルタイムで把握し、AI が最適な収集ルートを自動
で作成する。顧客からの急な収集依頼にも、最も近くにいる車両を効率的に向かわせる。

【ポイント】 
属人的な経験と勘に頼っていた配車業務をデジタル化することで、燃料費の削減、ドライバー
の負担軽減、顧客対応の迅速化を同時に実現します。

■異業種連携によるサーキュラーエコノミーの実現

【具体例】
建設会社（解体）→ 産廃処理業者（分別・破砕）→ 建材メーカー（再生資材化）が連携し、建
設廃棄物を新たな建材として循環させるループを構築する。

【ポイント】
自社単独で完結するのではなく、サプライチェーンの川上・川下の企業とパートナーシップを
組むことで、より大きな視点での資源循環を実現し、新たなビジネスチャンスを創出します。

Chapter5 新たな潮流
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伝統的で、IT 活用が遅れがちな産廃処理業界だからこそ、AI を少し活用するだけで、競合他
社を大きく引き離すことが可能です。

1.AI による「信頼を勝ち取る」コンサルティング提案

【課題】
顧客はコスト削減しか見てくれない。どうすれば自社の専門性を伝え、適正な価格で受注で
きるのか分からない。

【STEP1】顧客の業界の「環境課題」を AI にリサーチさせる

Chapter6 AI の活用について（中小企業でも実施可能なマーケティング分野）

AI 活用シナリオ

プロンプト（AI への命令文）例

あなたは環境コンサルタントです。食品工場が直面している、廃棄物処理に関する
法的な課題や、SDGs の観点からの社会的要請を 5つ挙げてください。

AI の回答（例）

課題：「食品リサイクル法への対応」「HACCP に準拠した衛生的な廃棄物管理」「異
物混入リスクの低減」「フードロス削減への取り組み」「サプライヤーとしての環境
評価」...
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【STEP2】課題解決型の提案骨子を AI と作成する

Chapter6 AI の活用について（中小企業でも実施可能なマーケティング分野）

プロンプト（AI への命令文）例

上記の課題を踏まえ、食品工場に対して「廃棄物管理の最適化によるコスト削減と
企業価値向上」をテーマにした提案書の骨子を作成してください。具体的な提案内
容として、分別指導、リサイクル率向上の提案、月次レポートの提供などを盛り込
んでください。

AI の回答（構成案例）

1. 現状分
 貴社の廃棄物排出状況の課題（ヒアリングに基づく）

2. ご提案
3つの改善策
①分別プロセスの見直し、
②食品残渣の堆肥化ループ構築、
③従業員向け環境教育の実施）

3. 導入効果
処理コスト削減シミュレーション、リサイクル率向上による CSR 評価向上

4. 支援体
 月次レポートによる継続的な改善サポート
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AI が作成した論理的な骨子に、自社が過去に手掛けた類似事例や、地域社会の環境を守ると
いう使命感を加えることで、単なる価格表ではない、「共に未来を創るパートナー」としての
説得力ある提案書が完成します。

【効果】
顧客が自覚していなかった課題を指摘し、その解決策を提示することで、価格競争の土俵か
ら降り、専門家として対等な立場で交渉することが可能になります。

【STEP3】AI の骨子に、自社の実績と情熱を込める

Chapter6 AI の活用について（中小企業でも実施可能なマーケティング分野）
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2. AI による「採用ミスマッチを防ぐ」情報発信
【課題】
求人を出しても、仕事内容を誤解した人や、すぐに辞めてしまう人からの応募が多い。

【効果】
仕事の良い面だけでなく、大変な面も正直に伝えることで、入社後のミスマッチを減らします。
AI を使って作成の手間を省くことで、複数の職種の社員紹介コンテンツを充実させ、求職者
が自分に合った仕事を見つけやすくなります。

【社員インタビュー記事の作成支援】

Chapter6 AI の活用について（中小企業でも実施可能なマーケティング分野）

AI 活用シナリオ

プロンプト（AI への命令文）例

当社のリサイクルプラントで働く 20 代の若手社員のインタビュー記事を作成しま
す。「なぜこの仕事を選んだのか」「仕事のやりがい」「大変なこと」をテーマに、こ
の仕事の社会的意義と、会社のリアルな魅力が伝わるような記事の構成案と質問リ
ストを作成してください。

【「1日の仕事の流れ」コンテンツの作成】

プロンプト（AI への命令文）例

収集運搬ドライバーの、とある 1日の仕事の流れを、タイムスケジュール形式でブ
ログ記事にしてください。安全への配慮や、顧客とのコミュニケーションなど、プ
ロフェッショナルな側面が伝わるように、生き生きとした文章で記述してください。



15P

産業廃棄物処理・リサイクル業界は、社会の成熟と共にその重要性を増し、単なる「後処理」
から、持続可能な社会を設計する「最先端」の産業へと変貌を遂げます。その主役となる中小
企業が実践すべき、5つのアクションプランを提言します。

1. アイデンティティの変革：「処理業者」から「環境価値クリエイター」へ
【アクションプラン】
自社の事業を「廃棄物をなくす仕事」ではなく、「廃棄物を資源に変える仕事」と再定義する。
この新しいミッションを全社員で共有し、日々の業務の誇りに繋げる。

会社のロゴやWebサイト、制服などを一新し、「クリーン」「先進的」「地球に貢献する」とい
う新しいブランドイメージを社内外に発信する。

2. ビジネスモデルの転換：「運送・処理」から「コンサルティング・レポート」へ
【アクションプラン】
すべての顧客に対して、廃棄物の排出量やリサイクル率をデータでまとめた「月次環境レポー
ト」の提出を標準サービスとし、その対価としてコンサルティング料を請求するモデルを構築
する。

顧客の廃棄物管理に関する相談に乗り、法改正の情報を提供するなど、御用聞きではない「頼
れる相談相手」としての関係性を築く。

3.DX による経営基盤の強化：「経験と勘」から「データドリブン経営」へ
【アクションプラン】
電子マニフェストと連携した基幹システムを導入し、請求・支払業務を自動化する。これによ
り、経営者は事務作業から解放され、より戦略的な業務に集中できる。

各車両の走行データや、処理施設での品目ごとの受入量をデータで分析し、収益性の高い顧客
や品目を特定。営業戦略や設備投資の意思決定に活用する。

Chapter7 今後の展望と提言
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4. 材戦略の革命：「3K」から「新 3K（給与・休日・希望）」の実現へ
【アクションプラン】
利益を適切に従業員に還元するための、透明性の高い給与テーブルと評価制度を導入する。特
に、難易度の高い資格の取得者には、大幅な手当を支給する。

DXによって創出された時間や利益を、休日の増加や労働時間の短縮に充てる。働きやすい環
境こそが、人材定着と採用成功の鍵である。

5. ネットワーク戦略の構築：「一社単独」から「資源循環のエコシステム」へ
【アクションプラン】
自社では処理できない廃棄物について、信頼できる他の専門処理業者と連携する。顧客からの
あらゆるニーズに「NO」と言わない、ワンストップの受け皿となる。

排出事業者、リサイクル製品メーカー、大学の研究機関などを巻き込み、地域単位での資源循
環モデルを構築するプロジェクトを主導する。

困難な課題は、裏を返せば、それを乗り越えた企業が圧倒的な競争優位性を築けるチャンスで
す。本資料が、貴社が社会から真に尊敬され、次世代に誇れる事業を構築するための一助とな
ることを、心から願っております。

Chapter7 今後の展望と提言
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